
      
令 和 ２ 年 度  

 宝塚市下水道事業会計補正予算書   
 (２)                  

宝 塚 市 上 下 水 道 局  



 

議案第２５号  
 令和２年度宝塚市下水道事業会計補正予算（第２号）  
 令和２年度宝塚市下水道事業会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。  
 （収益的収入及び支出） 
第１条 令和２年度宝塚市下水道事業会計補正予算（第１号）第１条に定めた収益的支

出の予定額を次のとおり補正する。  
支   出 

 （  科 目  ）    （既決予算額）   （補正予定額）    （   計   ） 
 第１款 下水道事業費用 4,289,832千円  60,000千円    4,349,832千円 
 第１項 営業費用    3,750,777千円      60,000千円     3,810,777千円 
  
 令和３年（２０２１年）２月２２日提出  
 宝塚市長 中 川 智 子 

          



        
 補正予算に関する説明書    
 (２)                   



支出

款 項 目 既決予算額 補正予定額 計

4,289,832 60,000 4,349,832

3,750,777 60,000 3,810,777

５ 流域下水道維
持管理費負担金

841,010 60,000 901,010 流域下水道維持管理費負担金の増額

１ 営業費用

１　下水道事業費用

備　考

令和２年度宝塚市下水道事業会計補正予算（第２号）実施計画

収 益 的 収 入 及 び 支 出



（千円）

1 業務活動によるキャッシュ・フロー

人件費支出 △162,480

流域下水道維持管理負担金支出 △841,010

商品又はサービスの購入による支出 △788,833

一般会計からの繰入金精算による支出 △8,968

下水道使用料収入 2,210,309

流域下水道維持管理負担金の精算による収入 21,595

国庫補助金による収入 500

一般会計からの繰入金による収入 1,424,547

他会計からの負担金による収入 14,267

小計 1,869,927

利息の受取額 3

利息の支払額 △360,039

預り金の受取額 48,789

預り金の支払額 △48,789

消費税及び地方消費税支払額 △70,562

その他の収入 5,728

その他の支出 △1,575

業務活動によるキャッシュ・フロー 1,443,482

2 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △490,410

流域下水道建設改良負担金支出 △120,118

国庫補助金による収入 44,000

一般会計からの繰入金による収入 149,994

一般会計からの繰入金精算による支出 △13,443

長期貸付金の返済による収入 230

長期貸付けによる支出 △1,080

工事負担金収入 3,612

投資活動によるキャッシュ・フロー △427,215

3 財務活動によるキャッシュ・フロー

企業債による収入 1,037,868

企業債の償還による支出 △2,520,005

他会計借入金による収入 300,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,182,137

資金増加額 △165,870

資金期首残高 275,324

資金期末残高 109,454

Ⅰ　資金の範囲

令和２年度 宝塚市下水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書

（令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで）

注記事項

資金期末残高と予定貸借対照表に掲記されている現金預金は一致している。



（千円）

１
(1)

ｱ 土 地 23,194,615
ｲ 建 物 64,016

減 価 償 却 累 計 額 50,741 13,275
ｳ 構 築 物 79,732,684

減 価 償 却 累 計 額 33,032,237 46,700,447
ｴ 機 械 及 び 装 置 601,784

減 価 償 却 累 計 額 445,045 156,739
ｵ 工 具 器 具 及 び 備 品 5,592

減 価 償 却 累 計 額 2,990 2,602
ｶ 建 設 仮 勘 定 352,107

70,419,785
(2)

ｱ 施 設 利 用 権 5,460,858
ｲ 電 話 加 入 権 7,776

5,468,634
(3)

ｱ 出 資 金 9,133
ｲ 貸 付 金 1,270

10,403
75,898,822

２
(1) 109,454
(2) 491,505

3,000 488,505
(3) 70,050

668,009
76,566,831

３
(1) 16,438,047
(2) 670,000
(3) 33,083

(4) 247,755

17,388,885
４

(1) 2,403,462
(2) 358,366
(3) 16,398
(4) 7,457
(5) 17,000

2,802,683

５ 繰延収益
(1) 28,470,107
(2) 12,292,479

16,177,628
36,369,196

６
(1) 24,976,030

24,976,030
７

(1)
ｱ 受 贈 財 産 評 価 額 12,558,416
ｲ 国 庫 補 助 金 87,379
ｳ そ の 他 資 本 剰 余 金 59,478

12,705,273
(2)

ｱ 当年度未処分利益剰余金 2,516,332
2,516,332

15,221,605
40,197,635
76,566,831負 債 資 本 合 計

資 本 剰 余 金

資 本 剰 余 金 合 計
利 益 剰 余 金

利 益 剰 余 金 合 計
剰 余 金 合 計
資 本 合 計

負 債 合 計

資 本 の 部

資本金
資 本 金
資 本 金 合 計

剰余金

預 り 金
賞 与 引 当 金
流 動 負 債 合 計

長 期 前 受 金
収 益 化 累 計 額
繰 延 収 益 合 計

固 定 負 債 合 計

流動負債
企 業 債
未 払 金
未 払 費 用

負 債 の 部

固定負債
企 業 債

他 会 計 借 入 金

長 期 未 払 金

退 職 給 付 引 当 金

現 金 預 金
未 収 金
貸 倒 引 当 金
前 払 金
流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産 合 計
投 資

投 資 合 計
固 定 資 産 合 計

流動資産

令和２年度宝塚市下水道事業予定貸借対照表
（令和３年３月３１日）

資 産 の 部

固定資産
有 形 固 定 資 産

有 形 固 定 資 産 合 計



注記事項

Ⅰ　重要な会計方針

１　固定資産の減価償却の方法

（１）　有形固定資産

・減価償却の方法 定額法

・主な耐用年数 構築物　　　　　２０年～５０年

機械及び装置　　５年～２３年

（２）　無形固定資産

・減価償却の方法 定額法

・主な耐用年数 施設利用権　　　５０年

２　引当金の計上方法

（１）　退職給付引当金

 職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における職員に対する退職手当の要支給

額と兵庫県市町村職員退職手当組合に対する積立金不足相当額（協定書に基づく病院事業

に対する未払金債務を控除した額）の合計額を計上している。

（２）　賞与引当金

 職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため、当年度末における支給見込み額に基

づき、当年度の負担に属する額（賞与引当金の計上に伴い必要となる法定福利費見込額を

含む。）を計上している。

（３）　貸倒引当金

３　消費税及び地方消費税の会計処理

 消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

Ⅱ　リース契約により使用する固定資産

１　リース取引の処理方法

Ⅲ　貸借対照表等関連

１　企業債の償還に係る他会計の負担

 貸借対照表の流動負債に計上されている企業債（当年度末日の翌日から起算して１年以内に

償還予定のもの）のうち、他会計が負担すると見込まれる額は421,243,000円である。

Ⅳ　減損損失

１　グルーピングの方法

 下水道事業に使用している固定資産は、その全てが一体となってキャッシュ・フローを生

成していることから、全体を１つの資産グループとしている。

２　減損の兆候

 当年度において、減損の兆候は認識していない。

 債権の貸倒れによる損失に備えるため、貸倒実績額による回収不能見込額を計上して

いる。

 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理を行っている。



        
 補正予算に関する資料    
 (２)                   



支出

項 目 節 既決予算額 補正予定額 計

3,750,777 60,000 3,810,777

841,010 60,000 901,010

流域下水道維持管理
費負担金

841,010 60,000 901,010

備　考

武庫川流域下水道維持管理費負
担金の増額

収 益 的 収 入 及 び 支 出

１ 営業費用

５ 流域下水道維持管理費負
担金




